
　4月13日、巨椋池排水機場で始動式がおこなわれ、

坂本町長ら関係者が出席しました。 

　昭和初期に築造された旧排水機場の機能回復や災

害の未然防止を図るため、平成9年度から国営総合農

地防災事業として、全面的な更新工事に着手。この

日の始動で、農業生産性の維持および安定化を図り、

治水・排水対策の拠点として期待されます。 

 

巨椋池排水機場が始動 

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 

小学校入学式など 
みんなの広場 

地球温暖化対策セミナーの参加者募集など 

町税の納期一覧など 
行政ニュース 
運行内容が変わります 
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大峯山行者まいりの旅（5） 
ふるさとの旅日記 

町内巡回バス 

2005 平成17年 

6P

4P

11P

18P

2P

2005 平成17年 
MAY



2

町
内
巡
回
バ
ス
の 

運
行
内
容
が
変
わ
り
ま
す 

  　
巡
回
バ
ス
は
、
平
成
16 
年
4
月
の
運
行
開
始
か

ら
、
こ
れ
ま
で
約
2
万
人
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
町
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
、
町
内
の
全
世
帯
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
く
み

や
ま
公
共
交
通
活
性
化
委
員
会
の
巡
回
バ
ス
運
行

内
容
改
善
に
向
け
た
ま
と
め
や
、
住
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
を
も
と
に
、
運

行
内
容
を
検
討
し
、
次
の
と
お
り
改
善
点
を
ま
と

め
ま
し
た
。
 

     　
西
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
所
要
時
間
を
短
縮
す

る
た
め
、
西
ル
ー
ト
と
東
ル
ー
ト
が
重
複
し
て
い

る
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
か
ら
久
御
山
町
役
場
前

ま
で
の
間
を
廃
止
し
、
京
阪
淀
駅
か
ら
ジ
ャ
ス
コ

久
御
山
店
前
ま
で
の
間
に
短
縮
す
る
と
と
も
に
、

東
一
口
地
域
へ
乗
り
入
れ
を
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
東
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
栄
１
・
2
丁

目
と
市
田
地
域
に
乗
り
入
れ
す
る
と
と
も
に
、
久

御
山
中
学
校
へ
の
通
学
利
用
が
可
能
な
ル
ー
ト
と

し
ま
す
。
 

  　
運
賃
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
大
人
１
5
0
円

（
小
人
80
円
）
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

　
東
西
ル
ー
ト
の
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
乗
継
停
留
所
と
し
て
、
ジ
ャ
ス
コ
久

御
山
店
前
に
お
い
て
東
ル
ー
ト
か
ら
西
ル
ー
ト
、

西
ル
ー
ト
か
ら
東
ル
ー
ト
へ
無
料
で
乗
り
継
ぎ
で

き
る
乗
継
券
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
巡
回
バ
ス

限
定
の
回
数
券
を
発
行
し
ま
す
。
 

  　
こ
れ
ま
で
巡
回
バ
ス
は
、
昼
間
時
間
帯
を
主
に

運
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
東
西
ル
ー
ト
と
も
朝
夕

の
運
行
時
間
帯
を
拡
大
し
、
通
勤
や
通
学
利
用
な

ど
が
可
能
と
な
る
よ
う
午
前
7
時
台
〜
午
後
6
時

台
ま
で
運
行
し
ま
す
。
 

  　
東
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
運
行
時
間
帯
を
拡
大

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
8
循
環
か
ら
9
循
環
へ
と
増

便
し
ま
す
。
 

　
西
ル
ー
ト
も
、
運
行
時
間
帯
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
ル
ー
ト
を
短
縮
し
て
所
要
時
間
を
削
減
し
、

こ
れ
ま
で
の
4
往
復
半
の
9
便
か
ら
9
往
復
の
18 

便
に
増
便
し
ま
す
。
 

  　
運
行
ル
ー
ト
の
変
更
に
よ
り
、
新
た
に
乗
り
入

れ
る
地
域
と
バ
ス
停
間
の
距
離
が
長
か
っ
た
区
間

に
バ
ス
停
を
設
置
し
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
改
善

し
ま
す
。
 

  　
新
た
な
巡
回
バ
ス
の
運
行
内
容
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
7
月
１
日
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
バ

ス
の
運
行
に
あ
た
っ
て
は
、
国
土
交
通
省
近
畿
運

輸
局
の
認
可
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
申
請
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
今
後
、
手
続
き
を
進
め
る
な
か
で
、
一
部
、
運

行
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

　
6
月
30
日
ま
で
は
、
現
在
の
運
行
内
容
で
運
行

し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
 

　
町
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
の
っ
て
こ
バ
ス
（
巡
回
バ
ス
）

を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
運
行
内
容
の
改
善
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
今
号
で
は
、
新
た
に
7
月
１
日
か
ら
予
定
し
て
い
る
運
行

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

運 行 目 的  

ル　ー　ト 

設 定 目 的  

変更予定時期 

運行時間帯 

運 行 便 数  

運 行 間 隔  

所 要 時 分  

バ　ス　停 

注）太字は、新たな乗り入れ地域です。 

東ルート 

バス交通を生かしたより便利なまちづくりをめざす 

昼間時間帯における日常 

生活の利便性向上 

平成17年7月1日fから 

（6月30日eまでは現行と同じ） 

大人150円均一（小人 80円均一） 

東西ルート乗継券、巡回バス限定回数券を発行予定 

ジャスコ久御山店前～市田地域～ 

久御山町役場前～久御山団地～栄 

1・2丁目地域～久御山町役場前～ 

京阪淀駅～北川顔～坊ノ池～西一 

口～東一口地域～御牧～ジャスコ 運行ルート 

久御山店前（～市田） 
ジャスコ久御山店前（一部循環） 

午前7時45分～午後5時48分 

9循環 

1時間15分間隔 

1循環：62分 

計　24か所 

（うち新設6か所） 

西ルート 

交通不便地域の解消（鉄道駅 

への利便性向上）および日常 

生活の利便性向上 

午前7時2分～午後6時54分 

9往復18便 

1時間15分間隔 

片道：31分　往復：62分 

計　22か所 

（うち新設9か所） 

運　　　賃 

運
行
内
容
改
善
に
あ
た
っ
て
 

改
善
点
 

重
複
区
間
を
廃
止
し
 

　
　
　
　
　
　
新
ル
ー
ト
を
設
定
 

乗
継
券
・
回
数
券
を
発
行
 

運
行
時
間
帯
を
拡
大
 

運
行
便
数
を
増
便
 

バ
ス
停
留
所
を
新
設
 

7
月
か
ら
変
更
予
定
で
す
 

〔東西ルート別改善点〕 
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1
9
5
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
 

▼平成17年度 町消防団役員 

ご利用ください 
くらしのテレホンガイド 

 

消防団活動に 
ご協力を 

いま知りたい、すぐ知りたい 
そんな情報をすぐにお届けします 

70120-13-9380
24時間　年中無休 

　このテレホンガイドは、通話料無料のフリーダイヤルです。 
　印鑑登録の申請方法や国民健康保険への加入などの各種届出や手
続きの方法、図書館やテニスコートなどの施設利用案内、町政情報
などを24時間・年中無休で案内しています。 
　ご家庭の電話やファックスから簡単に取り出すことができますので、
お気軽にご利用ください。 
　このテレホンガイドのコード一覧表を保存版として、6月ごろに作
成する予定です。 
問い合わせ／広報行政課 

①　70120-13-9380へダイヤル
　します。 
 
②　音声ガイダンスに従って、音声
　情報の場合は「7」、ファックス
　情報の場合は「8」をプッシュし
　ます。 
　　お聞きになりたい情報の項目名
　をおっしゃってください。 
　　項目名がわからないときは、「メ
　ニュー案内」とおっしゃってくだ
　さい。 
 
③〔電話機からは〕 
　　情報が音声で流れます。ほかの
　情報を聞くときは、音声ガイダン
　スに従って、続けて情報をお聞き
　ください。 
〔ファックスからは〕 
　　項目の選択終了後、情報をファ
　ックスで受信します。 

利用方法 

   　
現
在
、
町
に
は
１
9
5
人
の
消
防
団
員
が
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
10
人
は
女
性
消
防
団
員
で
す
。
 

　
消
防
団
は
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
災
害
時

に
は
火
災
の
消
火
活
動
や
飛
火
の
警
戒
、
避
難
誘

導
、
水
防
活
動
な
ど
を
お
こ
な
い
、
そ
の
ほ
か
の

災
害
に
お
い
て
も
、
被
害
の
軽
減
の
た
め
の
活
動

を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

　
平
常
時
に
は
、
火
災
予
防
の
広
報
活
動
や
女
性

消
防
団
に
よ
る
防
火
訪
問
、
災
害
に
備
え
て
の
警

戒
パ
ト
ロ
ー
ル
、
消
防
ポ
ン
プ
の
点
検
な
ど
を
お

こ
な
う
と
と
も
に
、
安
全
で
迅
速
な
活
動
が
で
き

る
よ
う
各
種
の
訓
練
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防

団
の
活
動
に
ご
理
解
と
入
団
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

 

野 村 　 修 三  

宮 川 　 繁 美  

久 乗 　 清 和  

芳 川 　 　 亨  

田 村 　 　 学  

信 貴 　 喜 裕  

松 村 　 泰 之  

樋 口 　 貞 治  

阪 本 　 浩 一  

北 村 　 憲 二  

辻 　 　 智 司  

佐 野 　 武 史  

中 村 　 光 男  

田 口 　 浩 嗣  

小 西 　 　 剛  

久 乗 　 正 章  

内 田 　 　 穣  

原 田 　 浩 之  

吉 田 　 　 誠  

黒 澤 　 温 子  

　 団　長 

 

 

　 分団長 

 

 

　 第1部長（佐古地域） 

　 第2部長（市田地域） 

　 第3部長（佐山地域） 

 　第4部長（栄地域） 

 　第5部長（林地域） 

 　分団長 

 

 

　 第1部長（北川顔・藤和田地域） 

　 第2部長（坊之池・野村地域） 

　 第3部長（東一口・西一口地域） 

　 第4部長（相島・中島・森地域） 

　 第5部長（田井・下津屋・島田地域） 

　 女性消防団部長 

　 副団長 

　 副分団長 

　 副分団長 

第
　
１
　
分
　
団
 

第
　
2
　
分
　
団
 



取
扱
金
融
機
関
 

4

税
金
は
納
期
内
に 

　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う 

　
平
成
17
年
度
の
町
税
の
納
期
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
 

　
納
期
内
に
税
金
を
納
め
な
い
と
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
 

  　
町
（
府
）
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

国
民
健
康
保
険
税
の
税
目
ご
と
に
「
納
税
通
知
書
」

と
「
納
付
書
」
は
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
。
納
期

月
を
確
認
し
て
、
下
記
の
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は

税
務
課
窓
口
で
納
め
て
い
た
だ
く
か
、
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
全
期
分
を
前
納
し
て
い
た
だ
く
と
、
前
納
報
奨

金
制
度
の
あ
る
税
金
も
あ
り
ま
す
。
納
付
の
際
は
、

全
期
前
納
用
納
付
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◆
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
 

　
5
月
に
全
期
分
〔
全
期
前
納
分
・
１
〜
4
期
分
〕

の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

◆
町
（
府
）
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
 

　
6
月
に
全
期
分
〔
町
（
府
）
民
税
は
全
期
前
納

分
と
１
〜
4
期
分
、
国
民
健
康
保
険
税
は
１
〜
10

期
分
〕
の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

◆
軽
自
動
車
税
 

　
5
月
に
１
台
ご
と
に
納
付
書
を
作
成
し
、
所
有

者
ご
と
に
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
。
 

※
税
額
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
つ
ど
納

　
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

　
京
都
銀
行
・
り
そ
な
銀
行
・
み
ず
ほ
銀
行
・
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行
・
三
井
住
友
銀
行
・
東
京
三
菱
銀
行
・

関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
・
南
都
銀
行
・
京
都
信
用
金

庫
・
京
都
中
央
信
用
金
庫
・
京
都
や
ま
し
ろ
農
業

協
同
組
合
（
各
本
店
・
支
店
）
・
近
畿
2
府
4
県

の
郵
便
局
 

 
 
 

 

　
町
へ
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

税
ご
と
に
納
税
通
知
書
と
納
付
書
を
お
送
り
し
、

納
期
限
ま
で
に
金
融
機
関
等
に
出
向
い
て
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
「
忙
し
く
て
、
な
か
な
か
金
融
機
関

に
行
く
ひ
ま
が
な
い
」
、
「
税
に
よ
っ
て
納
期
が

異
な
る
の
で
、
つ
い
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
」

な
ど
と
い
う
人
に
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を

お
勧
め
し
ま
す
。
 

　
口
座
振
替
が
利
用
で
き
る
税
金
は
、
町
（
府
）

民
税
と
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。
 

　
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

   　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
取
引
の
あ
る
金
融
機

関
（
取
扱
金
融
機
関
）
へ
口
座
振
替
納
付
依
頼
書

と
預
貯
金
通
帳
に
ご
使
用
の
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
納
付
依

頼
書
は
、
納
付
書
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
が
、
各

金
融
機
関
の
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。
 

　
口
座
振
替
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
納
期
限
ご
と
に
自
動
的
に
口
座
か
ら
振
り
替

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
度
申
し
込
む
と
、
翌
年

度
か
ら
も
継
続
し
て
口
座
振
替
さ
れ
ま
す
の
で
、

毎
年
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
人
に
は
、

各
税
の
最
終
納
期
の
翌
月
に
「
領
収
済
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
。
 

　
も
し
、
残
高
不
足
な
ど
の
た
め
に
引
き
落
と
せ

な
か
っ
た
と
き
は
、
改
め
て
納
付
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
金
融
機
関
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

 

納
税
通
知
書
と
納
付
書
は
 

ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
 

取
扱
金
融
機
関
で
 

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
 

便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
 

 

口座振替制度のしくみ  

納 付 書  
取扱金融機関等 役　場 

納税者 納税通知書 

振替納税 

申
し
込
み
 

▼町税納期一覧表 

納期月 税　　目　・　期　　別 

5 月  

※引き落としは、各納期の最終日となります。 

6 月  

7 月  

8 月  

9 月  

10月 

11月 

12月 

1 月  

2 月  

3 月  

固 定 資 産 税  
軽 自 動 車 税  

（1期） 
（全期） 

町　 （府）　 民　 税 
国 民 健 康 保 険 税  

（1期） 
（1期） 

固 定 資 産 税  
国 民 健 康 保 険 税  

（2期） 
（2期） 

町　 （府）　 民　 税 
国 民 健 康 保 険 税  

（2期） 
（3期） 

町　 （府）　 民　 税 
国 民 健 康 保 険 税  

（3期） 
（4期） 

固 定 資 産 税  
国 民 健 康 保 険 税  

（3期） 
（5期） 

町　 （府）　 民　 税 
国 民 健 康 保 険 税  

（4期） 
（6期） 

固 定 資 産 税  
国 民 健 康 保 険 税  

（4期） 
（7期） 

国 民 健 康 保 険 税  （8期） 

国 民 健 康 保 険 税  （9期） 

国 民 健 康 保 険 税  （10期） 
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児
童
手
当
制
度
は
、
小
学
3
年
生
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
を
対
象
に
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

活
の
安
定
と
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成

と
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

▼平成17年度所得制限限度額一覧表 ①
小
学
3
年
生
（
第
3
学
年
修
了
前
）
ま
で
の
児

　
童
を
養
育
し
て
い
る
人
 

②
請
求
者
（
保
護
者
）
の
住
所
の
登
録
が
久
御
山

　
町
内
に
あ
る
人
 

③
前
年
の
所
得
が
限
度
額
（
左
表
）
を
超
え
て
い

　
な
い
人
 

　
　
扶
養
親
族
の
人
数
や
加
入
し
て
い
る
年
金
の

　
種
類
に
よ
っ
て
限
度
額
が
違
い
ま
す
。
 

　
児
童
手
当
は
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
認
定
請

求
を
さ
れ
な
い
と
、
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

　
現
在
、
所
得
制
限
な
ど
で
受
給
さ
れ
て
い
な
い

人
で
も
、
扶
養
人
数
や
前
年
中
の
所
得
額
の
変
更

な
ど
で
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
受
給
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
児
童
手
当
認
定
請
求
書
を
5

月
31
日
c
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
中
で
、
新
た
に
お
子

さ
ん
が
生
ま
れ
た
人
や
転
入
さ
れ
た
人
も
認
定
請

求
が
必
要
で
す
。
出
産
日
、
転
入
日
の
翌
日
か
ら

15 
日
以
内
に
必
ず
認
定
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
里
帰
り
出
産
等
で
、
他
市
町
村
で
出
生
届
を
提

出
さ
れ
る
（
さ
れ
た
）
人
も
必
ず
15 
日
以
内
に
久

御
山
町
で
認
定
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
 

   ・
申
請
者
が
厚
生
年
金
加
入
者
の
場
合
は
、
年
金

　
加
入
証
明
書
ま
た
は
健
康
保
険
証
の
写
し
 

・
請
求
者
名
義
の
預
貯
金
口
座
が
わ
か
る
も
の
 

　
（
郵
便
局
も
可
）
 

・
印
鑑
（
本
人
自
署
の
場
合
は
不
要
）
 

・
今
年
の
１
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、

　
１
月
１
日
現
在
の
住
民
登
録
が
あ
っ
た
市
区
町

　
村
長
発
行
の
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
 

   支
給
期
間
／
生
ま
れ
た
日
の
翌
月
か
ら
9
歳
に
な

　
　
っ
た
年
の
3
月
ま
で
。
 

支
給
金
額
／
第
一
子
と
二
子
　
5
千
円
（
月
額
）
 

　
　
第
三
子
以
降
　
　
１
万
円
（
月
額
）
 

支
払
月
／
毎
年
2
・
6
・
10 
月
に
前
4
か
月
分
を
 

　
　
ま
と
め
て
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
み
ま

　
　
す
。
 

   　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、

今
月
中
に
「
現
況
届
」
を
送
付
し
ま
す
。
 

　
こ
の
届
け
出
が
な
い
と
6
月
分
か
ら
の
手
当
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
6
月
30
日
e
ま
で

に
社
会
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
受
給
中
の
人
で
、
次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
ほ
か
の
市
町
村
に
転
出
す
る
と
き
 

・
出
生
な
ど
に
よ
り
支
給
対
象
児
童
が
増
え
た
と

　
き
 

・
養
育
し
て
い
る
児
童
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
 

・
受
給
者
が
新
た
に
就
職
し
た
と
き
（
厚
生
年
金

　
の
資
格
が
で
き
た
場
合
）
 

・
受
給
者
が
勤
務
先
を
退
職
し
た
と
き
（
厚
生
年

　
金
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
場
合
）
 

・
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
（
共
済
年
金

　
の
資
格
が
で
き
た
場
合
）
 

・
受
給
者
が
公
務
員
を
や
め
た
と
き
（
共
済
年
金

　
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
場
合
）
 

・
離
婚
な
ど
に
よ
り
児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た

　
と
き
 

・
振
込
先
の
口
座
を
変
更
す
る
と
き
 

・
受
給
者
や
児
童
の
名
前
が
変
わ
っ
た
と
き
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  

児
童
手
当
を
 

　
　
　
受
け
ら
れ
る
人
は
 

5
月
３１
日
ま
で
に
 

　
認
定
請
求
を
お
忘
れ
な
く
 

 認
定
請
求
に
必
要
な
も
の
は
 

現
在
受
給
中
の
人
は
 

支
給
期
間
や
金
額
は
 

ご存じですか？ 小
学
3
年
生
ま
で
 

　
　
　
支
給
し
て
い
ま
す
 

児童手当制度 
扶養親族 
等の人数 

厚生年金等 
　加入者 

0人 

1人 

2人 

3人 

4人 

5人 

460万円 

498万円 

536万円 

574万円 

612万円 

650万円 

301万円 

339万円 

377万円 

415万円 

453万円 

491万円 

国民年金等 
　加入者 



みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

毎月１日は「安全・安心の日」です。 

御牧・佐山・東角小学校 

今日から始まる小学校生活 

小学校入学式 

▲ウォークラリー（4月3日・東一口 山田家） 
▲グラウンドゴルフ町長杯 
　（4月3日・中央公園野球場） 

 

6

　4月7日、町内の各小学校で入学式がおこなわれ、御牧

小35人、佐山小63人、東角小67人の合計165人が小学

校生活の第1歩を踏み出しました。 

　朝から降り続いた雨もあがり、桜の咲く校庭を元気に登

校。担任の先生から一人ひとり名前を呼ばれると、元気よ

く大きな声で返事をしていました。 

　御牧小学校では、堀口校長が「先生や友達に元気よくあ

いさつをしましょう」、「お話をしっかり聞きましょう」、

「友達にやさしくできる子になりましょう」の三つの約束

を守ろうと話され、新入生は大きくうなずいていました。 

　式典のあと、それぞれの教室に入り、真新しい教科書を

手に、これから始まる小学校生活への期待に胸をふくらま

せていました。 

 

▲今日からよろしくお願いします（御牧小） 

▲保護者が見守るなか（佐山小） ▲初めての教室で（東角小） 

▲緊張した表情で入場（御牧小） 

▲林校長から傘を贈呈（東角小） 

▲元気よくお返事（佐山小） 



▲身体障害者デイサービス 将棋・囲碁教室 
　（4月11日・さつき苑） 

▲バドミントン教室（4月14日・総合体育館） 

北藤育苗組合 ゆうホール 

淀苗の出荷 

野菜苗の出荷に多忙な毎日 子育ての悩み解消 

子育てサポート「ほほえみ」 

▲保育所入所式
（4月4日・宮ノ

後保育所） 

3月15日から4月14日までの受付分（敬称略） 

▲トラックに積み込まれる淀苗 

7

　北藤育苗組合（吉川保男組合長）では、560年の伝統

を誇る淀苗の出荷が4月中旬から最盛期に入っています。 

　今年は、例年に比べ、天候が不順であったため生育が遅

れぎみでしたが、その後、天候の回復により、出荷量は例

年並のようです。 

　組合員のみなさんが、丹精を込めて育てられた野菜苗を

ダンボール箱に詰められ、主に京都市内をはじめ、大阪や

神戸、滋賀方面に出荷されています。 

▲子育ての相談をする参加者 

　毎月第2・3・4金曜日にゆうホールで、子育てサポー

ト「ほほえみ」が開かれています。 

　講師の荒井敏江さん（佐山）を交えて、参加者同士が子

育ての悩みを話したり、子どもと自由に遊んだり、和やか

な雰囲気のなかで、楽しく交流されています。 

　「子育ての不安や悩みを相談できて、ストレスが解消で

きる」と参加者から好評で、荒井さんも「不安を抱えた人

が明るくなるとうれしい」と話しておられました。 

ご
結
婚
 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
名
 

戸
田
　
信
市
 

村
上
　
浩
司
 

阿
戸
　
雄
貴
 

竹
本
裕
史
郎
 

　
真
美
 

　
尚
美
 

　
祐
子
 

　
麻
衣
 

坊
之
池
 

中
　
島
 

佐
　
古
 

　
栄
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

信
行
・
久
美
子
 

義
規
・
貴
子
 

吉
則
・
博
子
 

敏
孝
・
由
紀
 

謙
次
・
　
礼
 

佳
洋
・
理
恵
子
 

洋
和
・
訓
代
 

竜
一
・
弥
生
 

佳
幸
・
智
子
 

武
道
・
宜
子
 

雪
松
・
志
保
 

真
朗
・
明
日
香
 

　
聡
・
麻
美
 

洋
輔
・
照
恵
 

直
樹
・
彩
華
 

泰
丈
・
正
美
 

順
司
・
知
亜
希
 

好
浩
・
富
美
子
 

智
也
・
寿
美
子
 

   

大
橋
辺
 

藤
和
田
 

坊
之
池
 

中
　
島
 

東
一
口
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

佐
　
古
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

市
　
田
 

下
津
屋
 

  

藤
澤
里
穂
子
 

　
川
　
華
穂
 

河
村
　
美
里
 

織
田
す
み
れ
 

田
中
　
　
更
 

清
川
　
稀
星
 

近
藤
　
凛
空
 

松
本
　
純
太
 

栗
田
　
　
瞭
 

戸
松
　
春
菜
 

許
　
　
聡
志
 

本
田
　
桃
香
 

奥
田
　
　
桃
 

篠
田
　
陽
希
 

藤
田
　
龍
月
 

齋
藤
　
佑
磨
 

佐
原
み
な
実
 

仁
木
　
春
水
 

上
村
　
大
地
 

 

　ほ
　
こ
 

　か
　
ほ
 

　み
　さ
と
 

 　
　
さ
ら
 

　き
　
ら
 

　り
　
く
 

じ
ゅ
ん
　
た
 

　
　
り
ょ
う
 

は
る
　な
 

そ
う
　し
 

も
も
　か
 

　
　
も
も
 

は
る
き
 

り
ゅ
う
　
が
 

ゆ
う
　ま
 

　
　
　み
 

し
ゅ
ん

す
い
 

だ
い
　ち
 

り
 

　毎月、掲載している「わ
が家のアイドル」に応募
しませんか。 
　お子さんの写真と、名
前・生年月日・続柄（長
男や長女）・お子さんへ
のコメント（20字程度）・
ご両親の氏名・住所・電
話番号をご記入のうえ、
広報行政課へお寄せくだ
さい。郵送可 



       　
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
す
が
、
仕
事
の

帰
り
が
午
後
9
時
に
な
る
人
も
い
て
、
現
在
の
使

用
時
間
で
は
十
分
な
練
習
が
で
き
ま
せ
ん
。
開
園

時
間
を
午
後
10
時
ま
で
延
長
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
内
・
男
性
）
 

  　
中
央
公
園
に
照
明
を
設
置
す
る
と
き
、
周
辺
の

住
民
の
み
な
さ
ん
や
農
地
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
み

な
さ
ん
と
協
議
し
て
、
現
在
の
開
園
時
間
と
し
て

い
ま
す
。
周
辺
住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
と
農
作

物
へ
の
影
響
を
考
え
、
現
在
の
開
園
時
間
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

  　
ゆ
う
ホ
ー
ル
で
、
以
前
、
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
、
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

近
は
開
か
れ
な
い
の
で
少
し
さ
び
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
再
開
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
林
・
女
性
）
 

  　
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に

音
楽
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
14 
年
4

月
か
ら
15 
年
5
月
ま
で
毎
月
１
回
開
い
て
い
ま
し

た
。
 

　
し
か
し
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
１
階
ロ
ビ
ー
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
た
め
、
図
書
館
や
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
施

設
利
用
者
か
ら
苦
情
な
ど
が
あ
り
、
現
在
お
こ
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
に
お

こ
た
え
で
き
る
よ
う
に
各
種
事
業
を
考
え
て
ま
い

り
ま
す
。
　
　
　
　
【
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
】
 

  　
地
震
や
水
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、
退
職
自

衛
官
を
防
災
担
当
職
員
と
し
て
採
用
し
、
専
門
的

な
知
識
や
人
脈
を
生
か
せ
な
い
で
し
ょ
う
か
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
村
・
女
性
）
 

  　
水
害
、
地
震
な
ど
突
発
的
な
災
害
発
生
時
に
、

経
験
豊
富
で
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
職
員
が
い

れ
ば
、
よ
り
心
強
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
そ
う
い
う
目
的
か
ら
、
専
門
知
識
を
持

っ
た
退
職
自
衛
官
を
採
用
し
て
い
る
府
県
が
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
本
町
で
は
今
す
ぐ
採
用
す

る
こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
【
総
務
課
】
 

  　
木
津
川
の
堤
防
に
桜
を
植
え
て
、
久
御
山
町
の

名
所
に
で
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
そ
の
桜
は
希
望

者
を
募
っ
て
寄
付
す
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
で
す

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
井
・
男
性
）
 

  　
木
津
川
は
、
国
土
交
通
省
の
直
轄
一
級
河
川
管

理
区
間
で
厳
し
く
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
河
川
堤

防
は
、
本
来
住
民
の
生
命
財
産
を
洪
水
か
ら
守
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
機
能
を
弱
め
る
よ
う

な
堤
防
本
体
へ
の
植
樹
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

　
木
津
川
堤
防
へ
の
植
樹
は
困
難
で
す
が
、
京
滋

バ
イ
パ
ス
と
淀
川
、
古
川
が
併
走
し
て
い
る
北
川

顔
か
ら
西
一
口
ま
で
の
区
間
に
、
水
辺
空
間
の
整

備
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
区
域
で
樹
木
の

寄
付
を
お
受
け
す
る
こ
と
は
可
能
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
道
路
河
川
課
】
 

  　
の
っ
て
こ
バ
ス
の
バ
ス
停
が
近
く
に
な
く
、
時

間
的
に
な
か
な
か
利
用
し
に
く
い
で
す
。
 

　
メ
ロ
デ
ィ
ー
バ
ス
の
よ
う
に
音
楽
を
流
し
て
走

り
、
ど
こ
で
も
合
図
を
す
れ
ば
乗
れ
る
よ
う
に
で

き
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
（
野
村
・
女
性
ほ
か
）
 

  　
ど
こ
で
も
乗
れ
て
、
ど
こ
で
も
降
り
ら
れ
る
バ

ス
は
、
バ
ス
が
走
る
道
路
の
交
通
量
や
バ
ス
の
停

車
に
よ
り
、
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
な

ど
か
ら
実
現
が
難
し
い
状
況
で
す
。
 

　
今
回
、
く
み
や
ま
公
共
交
通
活
性
化
委
員
会
の

ま
と
め
を
受
け
、
巡
回
バ
ス
の
運
行
内
容
に
つ
い

て
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。
（
2
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
バ
ス

停
の
配
置
な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

公
共
交
通
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

  　
図
書
館
の
ビ
デ
オ
を
利
用
し
て
い
る
の
で
す
が
、

洋
画
や
邦
画
の
本
数
を
も
っ
と
増
や
し
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栄
・
男
性
）
 

  　
図
書
館
で
は
、
現
在
１
，
5
3
0
本
の
ビ
デ
オ

ソ
フ
ト
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
内
容
も
幅
広
い
年

齢
層
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
知
識
・
教
養
に
関
す

る
も
の
か
ら
趣
味
・
娯
楽
的
な
も
の
ま
で
多
様
に

取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
 

　
映
画
の
ビ
デ
オ
ソ
フ
ト
は
、
図
書
館
用
と
し
て

購
入
す
る
場
合
、
市
販
の
も
の
よ
り
厳
し
い
著
作

権
上
の
制
約
を
受
け
ま
す
が
、
よ
り
一
層
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
【
図
書
館
】
 

  　
八
幡
市
で
は
小
字
ご
と
に
郵
便
番
号
が
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
久
御
山
町
で
も
小
字
ご
と
に
で
き

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
（
林
・
男
性
）
 

  　
郵
便
番
号
が
5
桁
か
ら
7
桁
に
変
更
さ
れ
た
と

き
、
大
字
に
一
つ
の
番
号
を
つ
け
る
こ
と
を
基
本

に
、
各
郵
便
局
で
郵
便
番
号
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

久
御
山
町
を
は
じ
め
、
近
隣
市
町
で
も
そ
れ
に
従

っ
て
、
大
字
に
一
つ
の
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

　
し
か
し
、
八
幡
市
な
ど
は
町
名
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
、
町
名
ご
と
に
郵
便
番
号
が
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
【
広
報
行
政
課
】
 

  　
新
学
期
に
な
る
と
上
履
き
や
靴
が
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。
中
学
校
の
靴
箱
を
か
ぎ
付
き
に
で
き

ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
山
・
女
性
）
 

  　
残
念
な
が
ら
毎
年
、
数
足
の
靴
が
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
か
ぎ
付
き
の
靴
箱
に
変

更
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
学
校
で
は
、
人
の
も
の
を
大
切
に
す
る
、
他
人

の
も
の
を
盗
る
こ
と
は
犯
罪
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

繰
り
返
し
指
導
や
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
【
学
校
教
育
課
】
 

A
現
在
の
開
園
時
間
で
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

 

A
今
後
検
討
し
ま
す
 

A
充
実
を
図
り
ま
す
 

A
施
設
利
用
者
か
ら
の
苦
情
な
ど
で
 

現
在
は
お
こ
な
っ
て
い
ま
せ
ん
 

 

A
現
在
の
木
津
川
堤
防
に
 

木
を
植
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
 

A
バ
ス
停
の
配
置
な
ど
、
の
っ
て
こ
 

バ
ス
の
運
行
を
見
直
し
ま
す
 

A
大
字
に
一
つ
の
番
号
を
 

付
け
る
こ
と
が
基
本
で
す
 

A
変
更
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
 

Q
中
央
公
園
の
開
園
時
間
を
 

延
長
し
て
く
だ
さ
い
 

Q
自
衛
官
の
O
B
の
採
用
は
 

Q

Q
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
 

開
い
て
く
だ
さ
い
 

 

Q
木
津
川
堤
防
に
桜
並
木
を
 

つ
く
れ
ま
せ
ん
か
 

 

Q
の
っ
て
こ
バ
ス
を
ど
こ
で
も
 

乗
れ
る
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
か
 

 

郵
便
番
号
を
小
字
ご
と
に
 

で
き
ま
せ
ん
か
 

Q
図
書
館
の
ビ
デ
オ
を
 

増
や
し
て
く
だ
さ
い
 

 

Q
中
学
校
の
靴
箱
を
か
ぎ
付
き
に
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エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 



キ
ア
シ
シ
ギ 

（
チ
ド
リ
目
シ
ギ
科
） 

　
キ
ア
シ
シ
ギ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
と
シ
ベ
リ

ア
を
行
き
来
す
る
旅
鳥
で
す
。
巨
椋
池
干
拓

田
が
渡
り
の
コ
ー
ス
で
あ
る
た
め
、
5
月
ご

ろ
干
拓
田
で
翼
を
休
め
、
栄
養
を
補
給
し
て

シ
ベ
リ
ア
に
旅
立
ち
ま
す
。
 

　
ま
た
、
9
月
ご
ろ
に
は
逆
に
東
南
ア
ジ
ア

に
渡
る
た
め
、
巨
椋
池
干
拓
田
で
栄
養
を
補

給
し
て
南
へ
旅
立
ち
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
干

拓
田
は
旅
鳥
に
と
っ
て
、
休
息
地
、
栄
養
の

補
給
地
と
な
る
重
要
な
地
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

　
大
き
さ
は
25
㌢
く
ら
い
で
、
よ
く
見
か
け

る
ヒ
ヨ
ド
リ
く
ら
い
で
す
。
特
徴
と
し
て
は
、

雌
雄
同
色
で
体
の
大
き
さ
の
わ
り
に
足
が
や

や
短
め
で
、
黄
色
を
し
て
い
ま
す
。
上
面
は

褐
色
を
お
び
た
灰
色
、
顔
か
ら
体
下
面
は
白

く
、
顔
か
ら
胸
に
か
け
て
は
立
て
向
け
に
灰

褐
色
の
斑
点
が
あ
り
、
わ
き
腹
に
は
横
向
け

に
斑
点
が
あ
り
ま
す
。
河
川
や
水
田
な
ど
の

浅
い
水
の
中
で
、
昆
虫
類
や
甲
殻
類
な
ど
を

食
べ
、
春
の
渡
り
の
時
期
に
は
流
木
や
木
な

ど
、
周
り
よ
り
高
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
休
息

し
ま
す
。
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5月は 
「消費者月間」です 

～活かそう権利　　　 
　　　めざそう自立～ 

5月31日c　午後1時30分～3時30分 

　 

　 

 

 

 

京都弁護士会所属弁護士 

無料 

京都府消費生活科学センター1075（802）3261、3262

「流出する個人情報　狙われている消費者」（予定） 

　消費者として個人情報を守るにはどのように対処 

すればいいかをわかりやすく講演 

 

京都府消費生活科学センター 

（京都市中京区西ノ京笠殿町162） 

 

           　
消
費
者
の
利
益
を
守
る
た
め
、
昭
和
43
年
5
月
 

に
消
費
者
保
護
基
本
法
（
現
在
の
「
消
費
者
基
本
 

法
」
平
成
16 
年
6
月
2
日
施
行
）
が
公
布
さ
れ
ま
 

し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
53
年
に
5
月
30
日
が
「
消
 

費
者
の
日
」
と
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
20
周
年
に
あ

た
る
昭
和
63
年
に
は
、
5
月
が
「
消
費
者
月
間
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
こ
の
消
費
者
月
間
に
は
、
毎
年
テ
ー
マ
が
決
め

ら
れ
、
今
年
は
「
活
か
そ
う
権
利
　
め
ざ
そ
う
自

立
」
を
テ
ー
マ
に
、
消
費
者
月
間
の
取
り
組
み
が

全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
、
京
都
府
で
は
消
費
者
月

間
記
念
講
演
会
が
開
か
れ
ま
す
。
 

　
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
近
年
大
き
く
変

化
し
て
き
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
変
便
利
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
消
費
者
の
選
択
肢
が
広
が
っ
た

反
面
、
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
や
新
た
な
手
口
の
悪

質
商
法
な
ど
消
費
者
問
題
も
増
え
、
近
年
消
費
者

相
談
は
増
加
の
一
途
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
や
個

人
情
報
は
、
日
々
知
ら
な
い
間
に
流
出
し
、
売
買

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
こ
の
平
成
17 
年
4
月
に
個
人
情
報
保

護
法
が
全
面
施
行
さ
れ
個
人
情
報
が
適
正
に
取
扱

い
さ
れ
る
よ
う
に
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

消
費
者
が
直
接
事
業
者
に
対
し
て
自
己
情
報
の
開

示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
か
ら
の
消
費
者
は
、
自
分
の
情
報
は
自
分

で
守
る
と
い
う
し
っ
か
り
と
し
た
意
識
が
必
要
と

さ
れ
、
自
己
の
責
任
に
お
い
て
、
自
ら
の
利
益
を

確
保
す
る
た
め
の
行
動
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
こ
の
消
費
者
月
間
を
通
し
て
、
暮
ら
し
の

問
題
に
関
心
を
持
ち
、
消
費
生
活
に
関
す
る
正
し

い
知
識
と
情
報
を
得
て
、
賢
い
消
費
者
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
 

　
暮
ら
し
の
疑
問
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
京
都
府
消
費
生
活
科

学
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 
平
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
9
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時
 

　
　

一
　
般
　
相
　
談
1
0
7
5
（
8
2
１
）
0
2
1
0
）
 

　
　

ヤ
ミ
金
融
相
談
1
0
7
5
（
8
2
１
）
8
3
7
9
）
 

　
　

架
空
請
求
相
談
1
0
7
5
（
8
2
１
）
8
8
2
2
）
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消
防
本
部
 

再
任
用
職
員
 

町
職
員
の
異
動
 
　
4
月
１
日
付
け
で
お
こ
な
い
ま
し
た
人
事
異

動
に
つ
い
て
、
4
月
15
日
号
に
引
き
続
き
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
（
　
）
内
は
異
動
前
で
す
。
 

           　
次
長
兼
総
務
課
長
・
村
田
隆
広
（
消
防
署
長
）
、
 

消
防
署
長
・
中
田
実
（
警
防
課
長
）
 

【
総
務
課
】
施
設
係
長
／
消
防
司
令
補
・
内
田
孝
 

司
（
予
防
課
）
、
庶
務
係
主
任
・
黒
川
誠
（
京
都
 

府
消
防
学
校
派
遣
解
除
）
、
施
設
係
主
任
／
消
防
 

司
令
補
・
奥
田
吉
広
（
同
係
）
、
庶
務
係
／
消
防
 

士
長
・
下
田
忠
（
同
係
）
、
庶
務
係
・
武
田
大
介
 

（
新
採
）
、
庶
務
係
・
齋
藤
大
介
（
新
採
）
 

【
予
防
課
】
指
導
係
主
任
・
柴
田
克
行
（
警
防
課
）
、
 

予
防
係
主
任
・
橋
本
修
（
指
導
係
）
、
予
防
係
主
 

任
・
西
村
全
生
（
同
係
）
、
指
導
係
主
任
・
松
井
 

和
人
（
総
務
課
）
、
指
導
係
・
鵜
ノ
口
貢
（
予
防
 

係
）
 

【
警
防
課
】
課
長
・
内
田
信
夫
（
総
務
課
施
設
係
 

長
）
、
警
防
係
長
／
消
防
司
令
・
石
川
幸
彦
（
同
 

係
長
）
、
警
防
係
・
垣
内
敏
樹
（
予
防
課
）
、
警
 

防
係
・
森
英
樹
（
総
務
課
）
 

  　
監
理
課
管
理
係
・
川
崎
保
、
社
会
福
祉
課
子
育

て
支
援
係
・
南
美
代
子
、
長
寿
健
康
課
健
康
セ
ン

タ
ー
・
酒
井
多
恵
子
、
環
境
保
全
課
環
境
衛
生
第

2
係
・
梅
村
一
雄
、
同
・
大
門
守
、
同
・
西
村
良

夫
 

 

日　　時 

場　　所 

内　　容 

講　　師 

費　　用 

申し込み 

ねら 

▼消費者月間記念講演会の内容 



図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

「
近
場
の
行
楽
地
」
 

　
図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
今
月
は
、
近
場
で
の
行
楽
を
お
考
え
の
人
に
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹

介
し
ま
す
。
 

る
る
ぶ
発
行
 

　
「
歩
き
」
を
楽
し
み
な
が
ら
景
観
や
歴
史
、
み
ど
こ
ろ
を
巡
る
50

の
日
帰
り
ル
ー
ト
を
地
図
・
写
真
入
り
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
関
西
立
ち
寄
り
＆
日
帰
り
温
泉
」
 

メ
イ
ツ
出
版
発
行
 

　
風
呂
の
種
類
・
泉
質
・
効
能
を
は
じ
め
、
入
浴
料
金
・
営
業
時
間
・

交
通
方
法
な
ど
、
１
５
６
施
設
を
詳
し
く
紹
介
 

「
日
帰
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
関
西
」
 Ｊ

Ｔ
Ｂ
発
行
 

　
歩
行
距
離
、
所
要
時
間
を
は
じ
め
、
途
中
の
観
光
施
設
や
立
ち
寄

り
た
い
店
な
ど
、
27
の
コ
ー
ス
を
紹
介
 

「
京
都
を
歩
く
」
 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

10

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

★
こ
こ
ろ
残
り
 

（
阿
刀
田
　
高
著
）
 

　
一
生
の
う
ち
で
心
に
残
る
瞬
間
は
い

く
つ
あ
る
だ
ろ
う
か
。
輝
い
て
い
た
日
々

の
記
憶
。
12
の
短
編
集
 

　
図
書
館
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
機
器
の
普
及
に
よ
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
館
内
視
聴
の
み
と
し
て
い
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ

ト
の
う
ち
、
著
作
権
で
の
許
諾
を
受
け
た
も
の
に
限
り
、
5
月
１
日

か
ら
貸
し
出
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

　
貸
し
出
し
対
象
と
な
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
は
１
2
0
点
で
、
教
養
・

趣
味
的
な
も
の
か
ら
娯
楽
的
な
も
の
ま
で
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
 

　
貸
し
出
し
点
数
・
期
間
は
、
他
の
Ａ
Ｖ
資
料
と
同
様
に
ひ
と
り
3

点
ま
で
、
１
週
間
以
内
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
あ
な
た
も
本
の
利
用
と
あ
わ
せ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
を
借
り
て
み
ま

せ
ん
か
。
 

 

★
人
生
ベ
ス
ト
テ
ン
 

（
角
田
　
光
代
著
）
 

　
ど
こ
に
で
も
い
る
よ
う
な
男
と
女
の

出
会
い
か
ら
始
ま
る
小
さ
な
ド
ラ
マ
。

表
題
作
ほ
か
全
6
編
 

★
す
っ
と
び
犬
の
し
つ
け
方
 

（
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ス
ト
ロ
ン
グ
作
）
 

　
復
活
祭
の
休
暇
中
、
ぼ
く
の
最
大
の

問
題
は
犬
の
し
つ
け
を
ま
か
さ
れ
た
こ

と
だ
。
犬
と
の
知
恵
比
べ
が
始
ま
っ
た
。
 

■材料（4人分） 

作り方 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

マ グ ロ の フ ラ イ  

137キロカロリー／1人分 

 
①　マグロは短冊のまま表面に練り辛
　子を薄くのばして塗ります。 
②　①に小麦粉、とき卵、パン粉の順
　につけて、180度くらいの油で表面
　がきつね色になるように、手早く揚
　げます。(中まで火を通し過ぎない

ように注意します) 
③　大根はすりおろしてざるに乗せ、
　余分な水分を切ります。 
④　お皿にサラダ菜を敷き、1.5セン
　チ幅に切ったマグロのフライを乗せ、
　③とポン酢をかけ、かいわれ大根を
　添えて出来上がりです。 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

2
日
b
・
9
日
b
・
16
日
b
・
23
日
b
・
 

30
日
b
・
31
日
c

マグロ 
かいわれ大根 
サラダ菜 

練り辛子 
卵 
小麦粉 

パン粉 
大根 
ポン酢 

・・・・・・・・240グラム 
・・・・・・・少量 

・・・・・・・・・・・・・・4枚 

・・・・・・・・・・・・適量 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個 
・・・・・・・・・・・・・・・適量 

・・・・・・・・・・・・・・・適量 
・・・・・・・・・・・・10センチ 
・・・・・・・・・・・小さじ2

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
の
貸
し
出
し
を
始
め
ま
す
 

★
写
真
で
見
る
世
界
の
人
び
と
 

（
デ
ィ
ー
ナ
・
フ
リ
ー
マ
ン
監
修
）
 

　
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
住
む
人
々

の
暮
ら
し
を
民
族
や
国
ご
と
に
紹
介
。

国
際
理
解
を
深
め
る
。
 



地
球
温
暖
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー
 

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
 

荒
見
苑
草
花
教
室
 

統
計
書
を
頒
布
し
て
い
ま
す
 

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
 

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

荒
見
苑
パ
ソ
コ
ン
教
室
 

献
血
に
ご
協
力
を
 

▼内容・日程 

※都合により、日程・内容を変更する場合があります。 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13

　5月 30日（月） 
　6月 　6日（月） 
　6月 23日（木） 
　7月 　4日（月） 
　7月 15日（金） 
　9月 　5日（月） 
　9月 29日（木） 
10月 21日（金） 
11月 14日（月） 
11月 29日（火） 
12月 12日（月） 
　1月 31日（火） 
　2月 17日（金） 

 
生活習慣病予防① 
バランス食（実習） 
子どもの食事（実習） 
虫歯予防について 
献立の立て方･栄養計算① 
減塩食（実習） 
カルシウム食（実習） 
健康づくりと運動 
高齢者の食事（実習） 
地場野菜の利用（実習） 
献立発表会（実習） 
閉講式：記念講演　　 

開講式：記念講演 
調理の基本（食品と調理） 
年代別食生活 
地域の健康問題 
生活習慣病予防② 
食品衛生 
食事診断・栄養計算② 
献立の立て方 
健康づくりと運動（実技） 
推進員の役割 
献立作成 

日　　程 
 

午前10時～正午 
 

午後1時～3時 
 

                 
町
で
は
、
地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の

推
進
を
目
的
に
「
地
球
温
暖
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
5
月
18 
日
d
 
午
前
10 
時
〜
正
午
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

内
容
／
地
球
温
暖
化
防
止
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

申
し
込
み
／
5
月
13 
日
f
ま
で
に
環
境
保
全
課
へ
。

電
話
可
 

  
町
で
は
、
地
域
に
お
け
る
食
生
活
改
善
を
中
心

と
し
た
健
康
づ
く
り
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、

普
及
啓
発
し
て
い
た
だ
け
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す

る
た
め
に
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
を
開
き

ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
で
、
講
座
終
了
後
食
生
活
改
善

推
進
員
（
久
味
の
会
）
と
し
て
食
生
活
改
善

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
で
き
る
女

性
 

場
所
／
保
健
・
地
域
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
5
月
13 
日
f
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

                     ※
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
お
お
む
ね
10 
回
以
上
を
受

講
さ
れ
た
人
に
は
、
修
了
証
を
交
付
し
、
町
の

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
保
健
事
業
や
食
生

活
改
善
指
導
な
ど
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
活

躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

  日
時
／
①
5
月
9
日
b
　
②
10 
日
c
　
午
後
2
時

〜
3
時
 

※
①
・
②
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

場
所
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
各
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
5
月
6
日
f
ま
で
に
同
苑
へ
。
電
話

可
 

  日
時
／
5
月
17 
日
c
・
20
日
f
・
24
日
c
・
27
日

f
・
6
月
１
日
d
・
3
日
f
・
7
日
c
・
10 

日
f
（
8
回
コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜

11 
時
30
分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
暑
中
見
舞
い
作
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体

験
 

定
員
／
16 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
5
月
13 
日
f
ま
で
に
同
苑
へ
。
電
話

可
 

  
町
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
「
男
女
共
同
参

画
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
男
女
共

同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
き
ま
す
。
参
加
費
・

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
 

日
時
／
6
月
25
日
g
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

内
容
／
映
画
「
折
梅
」
上
映
会
と
講
演
 

定
員
／
2
0
0
人
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

     
町
で
は
、
「
平
成
16 
年
版
久
御
山
町
統
計
書
」

を
発
行
し
ま
し
た
。
 

こ
の
統
計
書
は
、
町
の
人
口
・
産
業
・
教
育
・

文
化
な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
る
基
本
的
な
統
計
資

料
を
総
合
的
に
収
録
し
、
広
報
行
政
課
窓
口
で
１

冊
5
5
0
円
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
/
広
報
行
政
課
 

        
 献

血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に
わ

た
っ
て
で
き
る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

本
人
確
認
が
で
き
る
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど
を
ご
持
参
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

日
時
・
場
所
／
5
月
10 
日
c
 
午
前
10 
時
〜
午
後

0
時
15 
分
　
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
午
後
2
時
〜
3

時
30
分
　
中
央
公
民
館
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
寝
具
（
敷
布
団
、

掛
布
団
、
毛
布
）
の
洗
濯
と
乾
燥
、
消
毒
の
サ
ー

ビ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

対
象
／
65
歳
以
上
で
、
寝
具
の
衛
生
的
な
管
理
が

困
難
な
人
 

回
収
日
／
6
月
8
日
d
　
業
者
が
直
接
回
収
 

納
品
日
／
6
月
15 
日
d
　
ご
自
宅
に
配
達
 

費
用
／
敷
布
団
１
7
0
円
、
掛
布
団
１
7
0
円
、

毛
布
60
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
5
月
19 
日
e
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
 

11
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5
月
は
、
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
す
。
 

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
時
の
医
療
を
中
心
に

し
た
救
護
活
動
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
強

化
を
実
施
す
る
な
ど
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
広
域

的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
多
く
の
資
金
が
必
要
と

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
赤
十
字
事
業
を
よ
り
推
進
し

て
い
く
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
資
金
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交

換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の

保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
5
月
12 
日
e
…
御
牧
保
育
所
・
宮

ノ
後
保
育
所
　
19 
日
e
…
佐
山
保
育
所
　
す

べ
て
午
前
10 
時
か
ら
11 
時
30
分
ま
で
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
リ
ズ
ム
遊
び
 

持
ち
物
／
水
筒
、
着
替
え
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

佐
山
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
　
 

宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い

た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
5
月
20
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
　
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ

ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
「
は
ー
も
に
ぃ
」
1
0
7
7
4
 

（
5
5
）
5
9
8
１
ま
た
は
社
会
福
祉
課
 

  
京
都
府
で
は
、
次
の
と
お
り
保
育
士
試
験
を
実

施
し
ま
す
。
 

日
時
／
筆
記
試
験
…
8
月
3
日
d
・
4
日
e
　
午

前
9
時
20
分
〜
午
後
4
時
　
実
技
試
験
（
筆

記
試
験
合
格
者
の
み
）
…
10 
月
15 
日
g
ま
た

は
16 
日
a
 

対
象
／
短
大
卒
程
度
（
見
込
み
者
含
む
）
ま
た
は

平
成
3
年
3
月
31 
日
ま
で
の
高
校
卒
業
者
（
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）
 

実
施
要
項
の
請
求
／
5
月
13 
日
f
ま
で
に
、
宛
名

に
請
求
者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
た
返
信

用
封
筒
（
A
4
版
）
に
１
4
0
円
切
手
を
貼

っ
た
も
の
を
同
封
の
う
え
、
表
に
「
京
都
府

保
育
士
試
験
実
施
要
項
請
求
」
と
朱
書
き
し

た
封
筒
で
、
6
保
育
士
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー

（
〒
１０２
‐
００７１
　
東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
１

の
2
の
32
―
3
0
１
）
ま
で
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。（
郵
送
の
み
、
当
日
消
印
有
効
）
 

願
書
受
付
／
5
月
9
日
b
か
ら
20
日
f
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
へ
簡
易
書
留
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
セ
ン
タ
ー
7
0
１
2
0
‐
4
１

9
4
‐
8
2
 

   
学
生
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
本
人

の
前
年
所
得
が
一
定
以
下
で
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制

度
が
あ
り
ま
す
。
（
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
）
 

内
容
／
①
承
認
さ
れ
た
保
険
料
は
、
支
払
期
限
が

延
長
さ
れ
、
承
認
後
10 
年
以
内
に
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
（
一
定
額
の
加
算
額
が
必

要
）
②
猶
予
さ
れ
る
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間

に
算
入
。
た
だ
し
、
未
払
い
の
場
合
は
、
年

金
額
の
計
算
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

※
申
請
の
際
、
印
鑑
・
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
 

   
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と
責
任
を
持

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬
の
放
し
飼
い
や

散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
は
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
犬
は

し
っ
か
り
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
散
歩
時
に
は
、
ス
コ
ッ
プ
と
回
収
袋
を

持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、
次

の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
　
午
後
2
時
10 
分
〜
2
時
20
分
 

 
 
府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
　
午
前
9
時
〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
、

半
日
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
 

期
間
／
平
成
18 
年
3
月
末
ま
で
 

対
象
／
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人
 

①
国
民
健
康
保
険
に
引
き
続
き
１
年
以
上
加

入
し
て
い
る
人
 

②
満
30
歳
以
上
の
人
 

③
入
院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な
い
人
 

④
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
人
 

定
員
／
人
間
ド
ッ
ク
１
4
0
人
・
脳
ド
ッ
ク
１

0
0
人
（
先
着
順
）
 

受
診
方
法
／
保
険
証
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

国
保
医
療
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後

日
、
健
診
利
用
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
利

用
券
が
届
き
ま
し
た
ら
希
望
医
療
機
関
に
予

約
を
お
こ
な
い
、
健
診
日
に
利
用
券
を
医
療

機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
 

                   
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の
親
子

を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
お
こ
な
い
ま
す
。
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
5
月
11 
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
横
芝
生
広
場
 

内
容
／
砂
遊
び
・
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

 

赤
十
字
の
活
動
資
金
に
 

ご
協
力
を
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

保
育
士
試
験
 

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ
て
 

飼
い
ま
し
ょ
う
 

サ
ロ
ン
☆
ア
ニ
マ
ー
ト
 

国
民
年
金
の
学
生
納
付
 

特
例
制
度
 

半
日
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
 

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン
 

▼自己負担額・指定医療機関 

区　分 人間ドックと 
脳ドック※ 

脳ドック 人間ドック 

自　己  負担額 

男性 
 
女性 

19，840円 
 

20，790円 

11，970円 
 

12，910円 

医療機関 

京都きづ川病院、第二岡 
本総合病院、宇治徳洲会 
病院、ほうゆう病院（婦 
人科検診除く）、京都第一 
赤十字病院（脳ドックの 
みの受診は不可） 
◎人間ドックのみも可 

宇治病院、六地蔵総合病 
院（婦人科検診除く）、都 
倉病院、宇治川病院、久 
御山南病院（婦人科検診 
除く）、宇治武田病院（婦 
人科検診除く） 
 

9，450円 

※京都第一赤十字病院での人間ドック・脳ドック同時受診の場合は、 
　男性19,210円、女性20,160円となります。 

は
 

あ
て
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危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
現
在
、
危
険
物
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま
た
は
取

扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
人
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
講
習
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

日
時
／
6
月
23
日
e
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30

分
 

場
所
／
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
宇

治
琵
琶
45
の
14 
）
 

申
請
受
付
／
5
月
9
日
b
か
ら
13 
日
f
ま
で

に
申
請
書
（
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
6
京
都
府
危
険

物
安
全
協
会
連
合
会
（
〒
６０２
‐
８０５４
京
都
市
上

京
区
西
洞
院
通
下
立
売
上
ル
）
1
0
7
5
（
4

１
5
）
0
0
3
8
へ
。
 

  
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
自
主
的
に
参
加
す
る
海

外
留
学
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
海
外

留
学
費
補
助
制
度
は
、
平
成
16 
年
度
末
で
廃
止
し

ま
し
た
。
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

   
町
体
育
協
会
で
は
、
町
総
体
の
各
種
大
会
を
開

き
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

 日
時
／
5
月
22
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
高
校
生
以
上

の
人
お
よ
び
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
登
録
者
 

種
目
／
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦
・
男
女
級
別
（
Ａ
〜
Ｅ

級
）
個
人
戦
 

試
合
方
法
／
予
選
リ
ー
グ
の
後
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
 

費
用
／
１
人
　
１
，
0
0
0
円
（
高
校
生
は
１
人

5
0
0
円
）
 

申
し
込
み
／
5
月
7
日
g
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
ま
た
は
町
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
事
務
局
（
山
崎
さ
ん
宅
）
1
0
7
 

　
　
7
4
（
4
5
）
0
7
6
3
へ
。
電
話
可
 

 日
時
／
5
月
15 
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
高
校
生
以
上

の
人
お
よ
び
ク
ラ
ブ
所
属
員
 

種
目
／
男
女
各
ダ
ブ
ル
ス
 

費
用
／
１
ペ
ア
　
2
，
0
0
0
円
（
当
日
徴
収
、

昼
食
代
含
む
）
 

申
し
込
み
／
5
月
10 
日
c
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
へ
。
電
話
可
 

 日
時
／
6
月
12 
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
男
女
各

チ
ー
ム
（
高
校
生
不
可
）
 

募
集
数
／
6
チ
ー
ム
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
チ
ー
ム
　
１
，
0
0
0
円
（
当
日
徴
収
）
 

申
し
込
み
／
5
月
29
日
a
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
へ
。
電
話
不
可
 

 日
時
／
5
月
15 
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
（
高

校
生
不
可
）
 

種
目
／
団
体
の
部
（
１
チ
ー
ム
4
人
）
と
個
人
の

部
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
／
5
月
10 
日
c
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
へ
。
電
話
可
 

 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

5
月
10 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】
 

5
月
19 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
佐
山
・
御
牧
・

宮
ノ
後
保
育
所
 

▽
電
話
相
談
 

毎
週
木
曜
日
　
午
前
11 
時
〜
午
後
4
時
 

佐
山
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

御
牧
保
育
所
1
0
7
5
（
6
3
1
）
2
4
7
5
 

宮
ノ
後
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

【
教
育
相
談
】
 

毎
週
火
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前
10 
時

〜
午
後
5
時
　
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
教
育
相
談
室
 

相
談
対
象
　
町
内
在
住
の
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
、

小
・
中
学
生
、
保
護
者
お
よ
び
教
育
に
関
心
の
あ

る
人
 

※
来
所
（
要
予
約
）
ま
た
は
電
話
相
談
1
0
7
7
 

4
（
4
6
）
5
6
4
0
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

5
月
10 
日
c
・
24
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

5
月
19 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

5
月
12 
日
e
・
26
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
府
民
無
料
法
律
相
談
】
（
京
都
府
）
 

5
月
16 
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 
宇

治
総
合
庁
舎
1
0
7
7
4
（
6
2
）
0
１
7
3
 

毎
週
火
曜
日
（
5
月
3
日
-
は
、
6
日
f
に
変
更
）

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

府
民
相
談
室
1
0
7
5
（
4
１
4
）
4
2
3
5
・

0
7
5
（
4
１
4
）
4
2
3
6
 

い
ず
れ
も
要
予
約
 

   【
連
絡
先
】
 

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

 
 【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

〈4月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 7 3人　 
8 , 5 8 8人　 
8 , 5 8 5人　 
6 , 4 8 2世帯 

〈3月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 5人　 
8人　 
9 9人　 
1 4 6人　 

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会
 

海
外
留
学
費
補
助
制
度
の
廃
止
 

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
 

▼
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
 

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
 

（
前
月
比
／
減
４０
人
）
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毎月１日は「シートベルト・チャイルドシート着用推進日」です。 



 

          〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
、
5
月
10 
日
c
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に

つ
い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
 

日
時
／
5
月
14 
日
g
・
15 
日
a
・
21 
日
g
・
22
日

a
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
と
い
う
人
や
不
慣

れ
な
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
使
い
こ
な
そ
う
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
5
月
17 
日
c
・
18 
日
d
・
24
日
c
・
25
日

d
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
初
め
て
の
ワ
ー
ド
 

日
時
／
5
月
25
日
d
・
26
日
e
・
27
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
級
者
向
け
の
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
5
月
7
日
g
・
28
日
g
　
午
前
9
時
〜
正

午
 

12 
日
e
　
午
後
5
時
〜
8
時
 

19 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
25
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
5
月
7
日
g
・
22
日
a
・
28
日
g
　
午
前

9
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
各
20
人
 

  日
時
／
5
月
11 
日
d
・
25
日
d
　
午
後
１
時
30
分

〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
な
ど
で

す
。
 

定
員
／
各
25
人
 

  日
時
／
5
月
5
日
-
　
正
午
〜
午
後
１
時
 

（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
幼
児
は
、
保
護
者
同
伴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
「
日
中
の
太
陽
」
を
観
察

し
ま
す
。
 

  日
時
／
5
月
4
日
0
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 
③
5
日
-
　

午
前
9
時
〜
正
午
 

※
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
と
そ
の
保

護
者
 

内
容
／
木
製
パ
ズ
ル
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

費
用
／
2
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
21 
日
g
　
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
3

時
30
分
帰
館
予
定
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
 

内
容
／
天
ヶ
瀬
ダ
ム
・
紅
葉
谷
付
近
で
夏
鳥
を
探

し
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

  日
時
／
5
月
7
日
g
・
28
日
g
　
午
後
8
時
〜
9

時
　
14 
日
g
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分
 

（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
5
月
22
日
a
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
木
製
パ
ズ
ル
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
0
0
円
 

           日
時
／
5
月
11 
日
d
・
12 
日
e
（
2
回
コ
ー
ス
）

①
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分
 
②
午

後
2
時
〜
5
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
18 
歳
以
上
の
人
で
、

必
ず
2
回
と
も
出
席
で
き
る
人
 

内
容
／
便
利
な
こ
し
か
け
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

小
学
生
工
作
教
室
 

太
陽
観
察
会
 

親
子
で
工
作
教
室
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

大
人
木
工
教
室
 

申込は5月1日A

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

 

10774（45）0002

14臨時休館のお知らせ　ゆうホールは、館内機械整備・点検のため、5月31日Cは臨時休館します。 



  日
時
／
5
月
13 
日
f
・
20
日
f
・
27
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
5
月
14 
日
g
 
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
圧
力
に
つ
い
て
の
実
験
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

  日
時
／
5
月
15 
日
a
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
と
そ
の
保

護
者
 

内
容
／
圧
力
に
つ
い
て
の
実
験
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

  日
時
／
5
月
7
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
母
の
日
に
贈
る
す
て
き
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
29
日
a
 
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
4

時
30
分
帰
館
予
定
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
3
年
生
以
上
の
人
 

内
容
／
バ
ス
で
神
戸
市
立
青
少
年
科
学
館
へ
行
き

ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
小
・
中
学
生
6
0
0
円
、大
人
１
，
2
0
0

円
（
交
通
費
・
入
館
料
を
含
む
）
 

         日
時
／
①
5
月
15 
日
a
　
午
前
10 
時
か
ら
　
②
16 

日
b
　
午
後
7
時
か
ら
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
電
話
不
可
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
12 
日
e
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30

分
　
5
月
27
日
f
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
機
器
使
用
講
習
会
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
ス
タ
ッ
フ
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
①
5
月
14 
日
g
 
②
28
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
小
学
生
用
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

   日
時
／
6
月
6
日
か
ら
7
月
11 
日
ま
で
の
毎
週
月

曜
日
（
6
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
30
分
〜

9
時
 

内
容
／
ダ
ン
ベ
ル
・
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
パ
ン
チ
や

キ
ッ
ク
を
組
み
合
わ
せ
た
運
動
）
・
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
な
ど
の
運
動
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

          日
時
／
5
月
16 
日
b
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ン
サ
ー
ク
ル
と
一
緒
に
パ
ン
作
り
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。
 

定
員
／
10 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
27
日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
和
菓
子
作
り
を
学
び

ま
す
。
 

講
師
／
健
康
料
理
研
究
家
　
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
30
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
草
木
染
め
（
あ
か
ね
染
め
）
で
、
シ
ル
ク

ス
カ
ー
フ
を
作
り
ま
す
。
 

講
師
／
染
色
講
師
　
阪
本
冨
美
代
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

   日
時
／
5
月
31 
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
チ
キ
ン
ネ
ッ
ト
で
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
を
作
り
、

そ
の
中
に
寄
せ
植
え
を
し
て
楽
し
み
ま
す
。
 

講
師
／
ス
タ
ジ
オ
花
模
様
　
小
笠
原
薫
さ
ん
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
，
5
0
0
円
 

染
め
物
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

小
学
生
科
学
教
室
 

親
子
で
科
学
体
験
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
日
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

季
節
の
お
菓
子
教
室
 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

科
学
館
見
学
ツ
ア
ー
 

申込は5月1日A

午前9時から 

【休館日】 
6日・11日・18日・25日 

10774（44）3700

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
 

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

（
パ
ン
作
り
）
教
室
 

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
フ
ラ
ワ
ー
＆
 

ガ
ー
デ
ン
教
室
 

申込は5月2日B

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000
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保健予防のコーナー 

16

1歳8か月児健診（4月15日） 
で見つけたかわいい笑顔です。 

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

4 0歳以上の人 

おおむね40歳  
以上の人・妊婦 

～１時55分 
午後１時40分 

12日E
※ 

健　　診　　名 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

健 康 相 談  

23日B成 人 歯 科 検 診  歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師による健康相談 

会場は、すべて保健センター（※は、いきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参くだ
さい。 
予防接種・乳幼児健診の実施日に送迎バスを運行しますので、ご利用ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

～正午 
午前10時 

～１時3０分 
午後１時 

健 　 診 ・ 相 　 談  

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  17日C

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）・風しん（三日はしか）・麻しん（はしか）・日本脳炎は、個別接種とな
　っています。 
　年間を通じて、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」の冊子をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診
　時に接種） 
・今年度から、ツベルクリン反応検査はおこない
　ません。 

予　防　接　種 

離乳食の指導、作り方の実習と
試食 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

13日F

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  

20日F

10 か 月 児 健 診  

23日B

26日E

27日F3 歳 児 健 診  

17日C

1 歳 8 か 月 児 健 診  

14日G

3 ～ 4 か 月 児 健 診  

乳 　 幼 　 児  

18日D

2歳6か月児歯科健診 

ことば・しつけ・栄養などの相談 

もく浴実習 

医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

～11時 
午前9時30分 

～１時15分 
午後１時 

～１時40分 
午後１時20分 

～2時 
午後１時20分 

～１時15分 
午後１時 

～2時 
午後１時20分 

～１時50分 
午後１時20分 

歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

医師による健康診査 
離乳・保育・栄養などの指導 

個人通知が届いた人 

平成14年10月生まれ 

平成15年8月生まれ 

平成13年10月生まれ 

平成16年6・7月生まれ 

生後4か月～10か月児の保
護者（定員20人）要予約 

パパ＆ママ教室（第4回） 妊 婦 と 夫  

母　子　保　健 

～2時 
午後１時20分 

離 乳 食 教 室  
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燃やすごみ 

環境保全のコーナー 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号以東）・

森（国道１号以東）・野村・村東・佐山・新開地・

佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西） 

西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

20日 
23日 

6日・26日 

火 

水 

木 

金 

缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

4日 
（第１水曜日） 
18日 

（第３水曜日） 

11日 
（第２水曜日） 
25日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

5月のごみ・し尿収集日 

※簡単な水洗いをして、中身
　の見える袋に入れて出して
　ください。 
※びん・ペットボトルは、必ず
　ふたをはずしてください。 

　町では、ご家庭でごみの減量をおこなってい
ただくために、家庭用生ごみ処理機の購入費用
に対し、補助をしています。 
　生ごみ処理機で作られたたい肥は、有機肥料
としてプランターなどにお使いください。 

家庭用生ごみ処理機購入に 
　　　　　　　補助しています 
 

補助金額／購入費の1／2（限度額25,000円） 
申請方法／販売店の証明書と領収書の写し、
　　補助金の振込先口座番号のわかる預金通
　　帳、印鑑をご持参のうえ、環境保全課へ
　　申請してください。 
問い合わせ／環境保全課 
 

生ごみ処理機（電気式） 

屋外据置型 

投入できない物 

投入できる物  

野菜 

魚の骨 

牛や豚の骨 貝殻類 金属類 木片類 プラスチック類 

紙類 たばこ 陶器 ガラス 

くだもの 茶かす 穀物 

お肉 魚 エビの殻 お菓子 卵の殻 

その他一般的に 
食べられる物 

その他一般的に 
食べられない物 
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大峯山行者まいりの旅（5） 

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

大
峯
山
寺
か
ら
裏
行
場
へ
 

　▲大峯山寺出土の黄金仏（左、金製菩薩坐像 
　　3.1㌢　右、金製阿弥陀如来坐像2.9㌢） 

蔵王権現 

  　
現
在
、
大
峯
山
と
呼
ば
れ
る
山
々
は
、

広
義
に
は
大
峯
山
系
全
体
を
指
す
が
、

歴
史
的
に
は
大
峯
山
と
金
峯
山
の
二
つ

に
分
か
れ
る
。
金
峯
山
は
吉
野
山
か
ら

山
上
ヶ
岳
（
一
七
一
九
メ
ー
ト
ル
）
に

至
る
一
帯
を
指
し
、
大
峯
山
は
山
上
ヶ

岳
か
ら
熊
野
ま
で
の
山
々
の
総
称
で
あ

る
。
二
つ
の
山
稜
が
合
流
す
る
山
頂
近

く
は
岩
肌
が
険
し
く
、
表
・
裏
の
行
場

と
五
つ
の
宿
坊
、
そ
し
て
山
上
蔵
王
堂

と
も
い
わ
れ
る
大
峯
山
寺
が
あ
る
。
 

　
奈
良
時
代
に
は
、
熊
野
か
ら
吉
野
に

か
け
て
の
一
帯
は
霊
山
と
し
て
崇
め
ら

れ
、
山
上
ヶ
岳
に
は
一
宇
が
あ
っ
た
と

い
う
。
 

　
平
安
時
代
に
入
る
と
末
法
思
想
が
流

行
し
、
当
時
の
皇
族
・
貴
族
は
五
十
六

億
七
千
万
年
後
の
弥
勒
仏
の
出
現
と
仏

法
の
再
生
を
願
っ
て
経
塚
の
造
営
を
始

め
、
ま
た
浄
土
教
に
よ
る
極
楽
浄
土
の

信
仰
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
時
に
、
金
峯
山
は
弥
勒
菩
薩
の
住
む

兜
率
天
の
浄
土
と
仰
が
れ
、
金
峯
山
に

登
る
い
わ
ゆ
る
御
嶽
詣
が
盛
ん
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

　
寛
弘
四
年
（
一
○
○
七
）
、
藤
原
道

長
が
、
山
上
蔵
王
堂
の
経
塚
に
埋
納
し

た
金
銅
製
の
円
筒
形
経
筒
（
国
宝
）
は

現
存
す
る
最
古
の
経
塚
遺
物
で
、
平
安

貴
族
の
篤
い
信
仰
を
う
か
が
わ
せ
る
貴

重
な
遺
品
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
五
十

四
年
か
ら
の
大
峯
山
寺
本
堂
の
解
体
修

理
の
際
に
は
、
外
陣
と
内
陣
か
ら
日
本

で
は
出
土
例
の
な
い
平
安
時
代
中
期
と

推
定
さ
れ
る
金
製
小
仏
像
二
体
（
重
文
）

を
は
じ
め
、
仏
具
・
銅
鏡
・
鈴
・
土
器

な
ど
約
一
○
○
○
点
が
発
掘
さ
れ
、
関

係
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
 

 　
さ
て
、
大
峯
山
寺
に
参
詣
後
、
登
拝

者
た
ち
は
裏
行
場
に
向
か
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
「
道
中
記
」
に
は
裏
行

場
の
様
子
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
、
昭
和
六
十
一
年
八
月
に
私
が
体
験

し
た
裏
行
場
巡
り
を
と
お
し
て
、
野
村

繁
栄
講
一
行
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
た

い
。
裏
行
場
は
、
不
動
の
登
り
岩
・
押

分
け
岩
・
護
摩
の
岩
屋
・
す
ず
め
石
・

胎
内
く
ぐ
り
・
屏
風
岩
・
袈
裟
掛
け
岩
・

お
う
ま
や
・
賽
の
河
原
・
天
の
川
・
裏

行
お
亀
石
・
背
負
岩
・
大
黒
岩
・
飛
び

石
・
東
の
覗
き
・
蟻
の
戸
渡
り
・
平
等

岩
・
元
髪
岩
な
ど
合
計
一
八
か
所
の
行

場
が
あ
り
、
表
行
場
に
比
べ
て
さ
ら
に

難
所
が
多
い
。
 

　
私
は
こ
の
行
場
の
す
べ
て
を
案
内
さ

れ
て
巡
っ
た
が
、
東
の
覗
き
は
危
険
性

が
高
い
こ
と
か
ら
、
禁
止
さ
れ
て

い
た
。
特
に
、
私
が
戦
慄
を
覚
え

た
の
は
蟻
の
戸
渡
り
で
あ
っ
た
。
 

そ
れ
ま
で
に
、
狭
い
巨
岩
の
割
れ

目
を
苦
労
し
な
が
ら
く
ぐ
る
胎
内

く
ぐ
り
で
は
、
暗
黒
の
世
界
に
身

の
縮
む
思
い
は
し
た
が
、
蟻
の
戸

渡
り
は
、
ま
さ
に
そ
の
名
が
示
す

よ
う
に
、
人
間
が
岩
場
を
渡
る
の

は
至
難
の
技
で
あ
る
。
岩
に
手
を

掛
け
て
足
場
を
求
め
る
と
、
そ
の

足
場
が
グ
ラ
グ
ラ
と
揺
れ
る
。
眼

下
は
千
尋
の
谷
で
気
が
遠
く
な
り
、

そ
の
時
の
恐
怖
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と

が
な
い
。
恐
ら
く
、
繁
栄
講
の
一
行
も

私
と
同
じ
思
い
を
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

　
話
を
戻
し
、
一
行
は
大
峯
山
寺
の
参

詣
を
終
え
て
、
洞
辻
茶
屋
か
ら
大
峯
奥

駈
道
と
呼
ば
れ
る
吉
野
山
の
蔵
王
堂
へ

と
歩
み
を
進
め
る
。
「
道
中
記
」
に
は

　
愛
染
よ
り
吉
野
蔵
王
堂
ま
で
五
十
丁

　
此
間
茶
屋
の
所
多
く
愛
染
堂
に
は
役

　
行
者
母
君
の
ぞ
う
あ
り
、
是
よ
り
二

　
丁
右
が
わ
ニ
こ
ん
け
う
大
明
神
前
ニ

　
け
ぬ
け
ノ
塚
、
此
所
よ
り
行
場
へ
五

　
丁
ば
か
り
右
ニ
有
、
蝙
蝠
大
明
神
社

　
有
り
、
是
よ
り
九
丁
ば
か
り
右
が
わ

　
か
ね
の
寺
吉
野
三
郎
の
釣
鐘
あ
り
日

　
本
三
ッ
の
か
ね
と
い
ふ
。
と
う
ろ
う

　
よ
り
辻
ま
で
ニ
右
側
み
つ
わ
け
大
明

　
神
社
有
り
、
右
か
わ
よ
し
水
院
有
り
、

　
後
大
ご
う
天
王
の
そ
う
有
り
、
弁
け

　
い
の
力
石
・
よ
し
つ
ね
の
駒
の
足
跡

　
有
り
、
誠
ニ
ふ
し
ぎ
な
り
 

と
あ
り
、
こ
れ
は
愛
染
堂
か
ら
吉
野
の

山
下
蔵
王
堂
（
金
峯
山
寺
本
堂
）
ま
で

の
名
所
旧
跡
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
吉
野
は
桜
の
名
所
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
役
行
者
が
桜
の
木
で
蔵

王
権
現
を
刻
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
ご
神

木
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
昔
か
ら
桜
苗

の
寄
進
と
献
木
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

今
で
は
、
下
千
本
か
ら
奥
千
本
ま
で
約

三
万
本
を
超
え
る
桜
が
全
山
を
覆
う
。

野
村
繁
栄
講
が
吉
野
を
訪
れ
た
の
は
、

旧
暦
の
四
月
、
花
は
す
で
に
散
り
新
緑

の
季
節
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
 

　
次
号
で
は
、
「
道
中
記
」
に
記
さ
れ

た
記
事
を
参
考
に
吉
野
の
旧
跡
を
訪
ね

て
み
た
い
と
思
う
。
 

 

か
ん
こ
う
 

ま
っ
ぽ
う
 

い
ち

う
 

あ
が
 

み
ろ
く
ぶ
つ
 ぼ

さ
つ
 

と

そ
つ
て
ん
 

み

た
け
も
う
で
 

さ
ん
じ
ょ
う

ざ

お
う
ど
う
 

げ

じ
ん
 

あ
つ
 

さ
ん
じ
ょ
う
 

き
ん

ぷ

せ
ん
 

せ
ん
じ
ん
 ど

ろ
つ
じ
 

お
く
 

が
け
み
ち
 

さ
ん
け
い
 

び
ょ
う

ぶ
 

け
　
さ
 

さ
い
 

の
ぞ
 

せ
ん
り
つ
 

も
と
ゆ
い
 

あ
り
 

（
像
）
 

（
鐘
）
 

（
灯
　
　
　
籠
）
 

（
水
　
　
　
分
）
 

（
醍
　
　
醐
）
 

（
像
）
 

）
 

（
義
　
　
　
経
）
 

（
慶
 

（
金
　
　
　
剛
）
 

さ
ん

げ
 

あ
い
ぜ
ん
ど
う
 

ご
ん
げ
ん
 


